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―――　私たちの力で沼津駅の高架化を実現しよう―――
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駅
の
そ
ば
に
色
々
な
施
設
が
で
き
、
沼
津
の
良
い
顔
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
2
月
現
在
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取
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用
地

　
　
　

約
六
九
％
市
取
得

平
成
21
年
1
月
現
在

　

鉄
道
高
架
事
業
（
連
続
立
体
交
差
事

業
）
に
よ
っ
て
鉄
道
敷
地
が
ス
リ
ム
化

し
、
都
心
に
広
大
な
土
地
が
生
ま
れ
ま

す
。
既
に
連
続
立
体
交
差
化
を
前
提
と

し
た
新
し
い
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
14
年
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
基
づ
く
沼
津
駅
北
口
駅
前
広

場
が
完
成
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
18

年
に
は
、
都
市
型
商
業
施
設
Ｂ
ｉ
Ｖ

ｉ
沼
津
が
誕
生
し
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、

沼
津
駅
北
口
の
賑
わ
い
の
核
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
に
は
、

地
下
1
階
、
地
上
20
階
の
再
開
発
ビ

ル
「
イ
ー
ラ
de
」
が
沼
津
駅
南
口
前

に
で
き
、
拠
点
都
市
沼
津
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
と
市
が
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
と
展
示
イ
ベ
ン
ト
施
設
を
中
心

と
し
た
新
し
い
交
流
施
設
の
建
設
を
進

め
て
い
て
、
数
年
後
に
は
東
部
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
北
口
駅
前
に
出

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
静
岡
県
東
部
地
域

の
広
域
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
で

あ
り
、
南
北
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を

よ
り
強
化
す
る
の
が
鉄
道
高
架
事
業

（
連
続
立
体
交
差
事
業
）
な
の
で
す
。

　

県
は
、
平
成
18
年
11
月
に
鉄
道
高
架

事
業
の
事
業
認
可
を
取
得
し
、
鉄
道
高

架
本
体
部
の
用
地
取
得
や
、
鉄
道
沿
線

の
測
量
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
、
大
岡
方
面
で
高
架
本

体
部
の
北
側
に
東
西
方
向
の
側
道
（
高

架
側
道
7
号
線
）
を
整
備
す
る
た
め
、

平
成
20
年
12
月
に
事
業
認
可
を
取
得
し
、

現
在
、
用
地
取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
高
架
事
業
は
、
連
続
立
体
交
差

事
業
と
も
言
わ
れ
、
鉄
道
と
道
路
と
の

交
差
部
を
連
続
的
に
立
体
交
差
化
す
る

事
業
で
す
。
国
は
、
こ
の
事
業
を
都
市

再
生
の
た
め
の
重
要
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

　

沼
津
駅
周
辺
で
は
、
連
続
立
体
交
差

事
業
に
よ
り
、
鉄
道
が
高
架
化
さ
れ
、

13
箇
所
の
踏
切
が
無
く
な
り
、
幹
線
道

路
8
路
線
が
立
体
交
差
化
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、昨
年
11
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、

市
政
の
様
々
な
政
策
課
題
を
推
進
す
る
た
め
、

市
職
員
と
力
を
合
わ
せ
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
全
力
で
職
務
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、国
で
は
、道
州
制
に
つ
い
て
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、本
市
を
含
む
静
岡
県
東
部

地
域
の
市・町
に
お
い
て
も
、道
州
制
を
見
据
え

た
合
併
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。未
だ
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
と
て
も
言

え
ま
せ
ん
が
、私
は
、静
岡
県
東
部
地
域
が
さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、こ
の
地

域
の
市・町
が
一
丸
と
な
っ
て
、中
核
市
、さ
ら
に

は
政
令
市
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
の
将
来
の
ま
ち
の
姿
に
お
い

て
玄
関
口
と
な
る
の
は
沼
津
駅
で
あ
り
、鉄
道

高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
駅
周
辺
総

合
整
備
事
業
は
、静
岡
県
東
部
地
域
全
体
と

し
て
も
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
中
核
と
な

る
鉄
道
高
架
事
業
は
、す
で
に
、新
車
両
基
地

の
用
地
取
得
は
ほ
ぼ
完
了
し
、鉄
道
高
架
本
体

の
用
地
取
得
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。し

か
し
、こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、新
貨

物
駅
の
用
地
取
得
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、私
は
、市
長
に
就
任
し
た
そ
の

日
か
ら
、新
貨
物
駅
用
地
の
地
権
者
宅
を
一
軒
一

軒
訪
問
し
、ま
た
、昨
年
12
月
に
は
地
権
者
の

皆
様
と
の
は
じ
め
て
の
話
し
合
い
を
行
う
な
ど
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
、い
ま
だ
全
て
の
地
権
者
か
ら
ご
理
解
を
い

た
だ
く
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

引
続
き
地
権
者
の
方
と
は
、誠
意
を
も
っ
て
交

渉
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
が
、こ
の
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
こ
れ
以
上
の
遅
れ
を
生
じ
な
い
よ
う
、

昨
年
の
9
月
議
会
で
ご
議
決
い
た
だ
い
た
、土

地
収
用
法
第
35
条
調
査
の
予
算
を
執
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

の
中
核
を
な
す
鉄
道
高
架
事
業
の一日
も
早
い

完
成
に
向
け
、静
岡
県
と
と
も
に
、懸
命
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
市
民

の
皆
様
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沼津市長
栗 原 裕 康

●
鉄
道
高
架
事
業（
連
続
立
体
交
差
事
業
）

●
鉄
道
高
架
事
業（
連
続
立
体
交
差
事
業
）

●
連
続
立
体
交
差
事
業
と
は

高
架
本
体
の
事
業
が
す
す
ん
で
い
ま
す

高
架
本
体
の
事
業
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。（
県
事
業
）

（
県
事
業
）

高架ホーム高架ホーム高架ホーム

イーラdeイーラdeイーラdeイーラde
あまねガード
４車線道路

あまねガード
４車線道路

あまねガード
４車線道路

あまねガード
４車線道路

２車線道路２車線道路２車線道路２車線道路

片浜
に向
けて

　道
路が
でき
ます

片浜
に向
けて

　道
路が
でき
ます

片浜
に向
けて

　道
路が
でき
ます

片浜
に向
けて

　道
路が
でき
ます

第一小学校第一小学校第一小学校第一小学校

●コンベンション施設
●宿泊施設
●コンベンション施設
●宿泊施設
●コンベンション施設
●宿泊施設

BiVi沼津BiVi沼津BiVi沼津BiVi沼津

北口駅前広場北口駅前広場北口駅前広場

●展示イベント施設
●駐車場施設
●展示イベント施設
●駐車場施設
●展示イベント施設
●駐車場施設

高架本体高架本体高架本体高架本体 七通
線

七通
線

七通
線

七通
線

高
架
下
４
車
線
道
路

高
架
下
４
車
線
道
路

高
架
下
４
車
線
道
路

高
架
下
４
車
線
道
路

三
つ
目
ガ
ー
ド

三
つ
目
ガ
ー
ド

三
つ
目
ガ
ー
ド

三
つ
目
ガ
ー
ド

皆さんの街「沼津」の顔が変身し、
新しい姿に日々変わって行きます。

道路
や住
宅等
にな
りま
す

⑴　平成21年（２００9）３月３１日 市民の会広報紙 第24号



〈アンダーパス整備イメージ図〉（一本松・桃里）

　

土
木
工
事
な
ど
の
開
発
事
業
を
行
う
に
あ
た

り
、
ま
ず
埋
蔵
文
化
財
調
査
が
事
業
者
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
貨
物
駅
の
用
地
も
工

事
着
手
に
向
け
て
、
用
地
の
取
得
が
済
ん
だ
所

か
ら
県
が
順
次
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
の
地
域
に
は
、
古
墳
〜
奈
良
時
代
頃

の
土
器
等
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

現車両基地現車両基地

御殿場線
御殿場線

東
海道

本線

東
海道

本線

沼
津
駅

沼
津
駅

現貨物駅現貨物駅

新貨物駅新貨物駅

原西部地区原西部地区

新車両基地新車両基地

（現コンテナ基地）（現コンテナ基地）

東
海
道
本
線

東
海
道
本
線

現在、新貨物駅は事業が出来る所から進められています

原
西
部
地
区
　（
新
貨
物
駅
周
辺
）は

原
西
部
地
区
　（
新
貨
物
駅
周
辺
）は

こ
れ
か
ら
こ
の
様
な
整
備
に
入
り
ま
す

こ
れ
か
ら
こ
の
様
な
整
備
に
入
り
ま
す

国
と
県
は
沼
津
市
を
東
部
の
中
心
と

し
て
拠
点
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す

　

富
士
山
の
南
麓
、
奥
駿
河
湾
に
あ
る
県
東
部

地
域
は
、日
本
列
島
の
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、

東
海
道
ベ
ル
ト
地
帯
と
国
道
２
４
６
号
を
結
ぶ

交
通
の
要
衝
と
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
は
沼
津
市
周
辺
に
資
金
を
投
じ
、
県

東
部
の
中
核
都
市
と
し
て
拠
点
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
街
地
は
、人
流
・
物
流
を
大
切

に
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
、豊
か
で
住
み
や
す
い

都
市
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

中
心
市
街
地

は
、
連
続
立
体

交
差
事
業
と
市

街
地
の
再
開
発

に
よ
っ
て
、
鉄

道
の
立
体
交
差

に
合
わ
せ
て
都

市
計
画
事
業
を

進
め
、
人
の
流

れ
を
良
く
し
て

安
心
・
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い

街
に
し
て
い
き

ま
す
。

原
西
部
地
区
の
　
　
　
　

地
域
発
展
に
寄
与
し
ま
す

　

原
西
部
地
区
は
、
海
岸
線
よ
り
山
裾
ま
で
の

土
地
に
日
本
の
主
幹
線
（
国
道
・
東
名
・
鉄
道

等
）
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

連
続
立
体
交
差
事
業
の
一
環
と
し
て
整
備
さ

れ
る
新
貨
物
駅
の
建
設
を
契
機
と
し
て
、
原
西

部
地
区
に
流
通
機
能
な
ど
が
集
ま
り
、
そ
の
波

及
効
果
に
よ
る
産
業
振
興
、
地
域
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈調整池・緑地イメージ図（桃里）〉（約8,200m2）

調
整
池
・
緑
地（
桃
里
地
区
）

〈調整池・緑地イメージ図（一本松）〉（約15,200m2）

調
整
池
・
緑
地（
一
本
松
地
区
）

南
北
道
路
の
整
備

　

現
在
、
鉄
道
を
南
北
に
横
断
す
る

道
路
は
、
地
域
内
の
一
本
松
に
幅
約

1.7
m
、
桃
里
に
約
1.8
m
の
道
路
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
車
両
が
ス
ム
ー
ズ

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
車
道
と
歩

道
を
地
下
式
で
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
の
『
安
全
性
』
と
『
利
便

性
』
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

市長・議会・市民が一丸となって !市長・議会・市民が一丸となって !

マチの中心にある鉄道をスリムにして安全で快適なミチづくり・マチづくりミチづくり・マチづくりに役立てます

文
化
財
の
調
査
か
ら

文
化
財
の
調
査
か
ら

新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは

中
道（
東
西
道
路
）の
整
備

　

既
存
道
路
を
再
整
備
し
、
新
た
に

歩
道
を
付
加
す
る
こ
と
で
、『
安
全
』

『
安
心
』『
快
適
』
な
移
動
空
間
に
な

り
ま
す
。
ま
た
住
宅
が
あ
る
と
こ
ろ

に
は
、『
防
音
壁
』を
設
置
し
、生
活
環

境
の
向
上
や
保
全
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
一
本
松
地
区
内
の
約
150
ｍ

区
間
が
、幅
8
ｍ
で
拡
幅
整
備
さ
れ
、

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一本松の一部が整備されました

原西部地区原西部地区

片浜地区片浜地区

市街地市街地

長泉町長泉町

御殿場市御殿場市

裾野市裾野市

清水町清水町
沼津駅沼津駅

新貨物駅の用地で進められている埋蔵文化財調査（一本松）

　

洪
水
を
防
止
す
る
調
整
池
に
公
園
と
し
て
の
機
能
を
付
加
し
、
緑
地
と
と
も
に
周

辺
住
民
の
方
々
の
『
憩
い
の
場
』
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

沼津駅周辺の整備イメージ図
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現車両基地現車両基地

御殿場線
御殿場線

東
海道

本線

東
海道

本線

沼
津
駅

沼
津
駅

現貨物駅現貨物駅

新貨物駅新貨物駅

原西部地区原西部地区

新車両基地新車両基地

（現コンテナ基地）（現コンテナ基地）

東
海
道
本
線

東
海
道
本
線

市長・議会・市民が一丸となって !市長・議会・市民が一丸となって !

マチの中心にある鉄道をスリムにして安全で快適なミチづくり・マチづくりミチづくり・マチづくりに役立てます

貨物駅の荷物の積みおろし（荷役作業）の
システムが変わり、スムーズに行われます 新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは新しい沼津づくりは
現在の貨物駅と新しい方式の新貨物駅を比べてみました

（現コンテナ基地）（現コンテナ基地）

上り本線

下り本線

⃝複雑な配線と時間がかかる入れ換え荷役作業（現在のコンテナ荷役作業）
①到着→②解放→③入換→④荷役→⑤入換→⑥連結→⑦出発

現 貨 物 駅

●2 解放：電気機関車から貨車を切り離し、
ディーゼル機関車とつなぎます

●3 ●5 入換え：貨車のつなぎを換えます
●4 荷役：フォークリフトでコンテナを積

みおろします
●6 連結：貨車を連結し直しディーゼル機

関車から切り離し、電気機関車
につなぎます

入換にディーゼル機関車を使用します

貨物駅はなぜ東西に長い用地が必要なのですか？

現在、東海道本線を走る貨物列車は、先頭の電気機関車と貨車（最大26両・１両約20m）
で、全長約540m程度になります。また、貨物列車が停まり、出発するためには、東海道本
線からコンテナ基地への導入線路も必要となるため、新貨物駅は東西に長くなります。

約20m

①到着→②荷役→③出発

新 貨 物 駅
⃝単純な配線と短時間ですむ荷役作業（新貨物駅のコンテナ荷役作業）

上り本線

下り本線

コンテナ基地コンテナ基地

⃝新貨物駅のコンテナ荷役作業では
　・解放・連結の音がなくなります。
　・荷役作業が短時間ですみます。

●2 荷役：フォークリフトでコンテナを積みお
ろします

到着後、直接フォークリフトで積みおろし

電気機関車で直接コンテナ基地へ

（静岡貨物駅）（静岡貨物駅）

（静岡貨物駅）（静岡貨物駅）

（沼津駅周辺）（沼津駅周辺）

（原西部地区）（原西部地区）

●4

●3 ●5

●1 ●3

●1 ●3

●2
コンテナは到着したホームから直接
フォークリフトで積みおろしします

●3 ●5

●2 ●6

⃝現在のコンテナ荷役作業では
　・解放・連結の音が発生します。
　・荷役作業が長時間かかります。
　・貨車の入換えに伴い、付近の踏切が閉まります。

●2 ●6●3 ●5

⑶　平成21年（２００9）３月３１日 市民の会広報紙



三
．
要
望
・
活
動
等

事
業
の
強
力
推
進
・
早
期
実
現
を

新
市
長
・
市
議
会
へ
要
望
し
ま
し
た

⑴　

栗
原
沼
津
市
長
・
市
議
会
正
副
議

長
・
市
議
会
沼
津
駅
鉄
道
高
架
事
業

推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
へ
の
要
望

書
の
提
出

平
成
二
〇
年
十
二
月
九
日
㈫

沼
津
駅
鉄
道
高
架
早
期
実
現
に
向
け

て
の
要
望
書
（
左
掲
）
を
提
出

参
加
者　

会
長
・
副
会
長
・
常
任
委

員
・
事
務
局

要
望
書

一
．
会
議
の
開
催

⑴　

総
会

日
時　

平
成
二
十
年
七
月
三
日
㈭

会
場　

ブ
ケ
東
海
沼
津

内
容　

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
、
平
成
二
十
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支

予
算（
案
）承
認
、
役
員
改
選

に
つ
い
て

報
告

「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
」

沼
津
市
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局

⑵　

全
体
会
議

「
駅
北
に
新
し
い
大
き
な

取
組
み
が
あ
り
ま
す
」

第
一
回
　
街
づ
く
り
講
座

日
時　

平
成
二
十
年
九
月
九
日
㈫

会
場　

沼
津
商
工
会
議
所
三
階
会
議
室

講
演

「
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
概
要
」

沼
津
市
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局

加
藤
裕
孝
局
長

「
東
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
に
つ
い
て
」

静
岡
県
建
設
部　

木
村
忠
幸
理
事

　

木
村
忠
幸
理
事
か
ら
は
、
東
部
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室

や
展
示
イ
ベ
ン
ト
施
設
等
の
規
模
、

機
能
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
説
明

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
施
設
は
利
便

性
の
高
い
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
指

定
管
理
者
制
度
な
ど
運
営
管
理
の
民

間
委
託
も
し
て
い
く
と
説
明
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
加
藤
裕
孝
局
長
か
ら
は
、

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
概
要

を
説
明
い
た
だ
き
、
鉄
道
高
架
に
先

立
つ
車
両
基
地
移
転
用
地
の
取
得
率

が
約
99
％
、
貨
物
駅
移
転
用
地
の
取

得
率
が
三
分
の
二
を
超
え
て
い
る
状

況
や
、
土
地
区
画
整
理
事
業
で
一
部

の
宅
地
造
成
が
本
年
度
完
了
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

「
国
も
す
す
め
て
い
ま
す

市
街
地
の
活
性
化
を
法
的
に
」

第
二
回
　
街
づ
く
り
講
座

日
時　

平
成
二
十
一
年
二
月
四
日
㈬

会
場　

沼
津
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
会

議
室

講
演

「
中
心
市
街
地
活
性
化
法
」に
つ
い
て

講
師

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
心
市
街
地

サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

�

加
藤　

慎
一
郎　

氏

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
総
理
大
臣
の
認
定
と
な

る
た
め
、
経
済
産
業
省
や
国
土
交
通

省
な
ど
の
支
援
を
集
中
的
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
商
店
街
の

売
り
上
げ
増
な
ど
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
し
、
多
様
な
民
間
主
体
の

参
画
を
得
て
、
五
年
間
を
め
ど
に
計

画
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
沼
津
と
し
て
の
特
色
を
活

か
し
、
時
代
に
あ
っ
た
新
し
い
価
値

を
作
り
出
し
、
さ
ら
に
大
型
店
や
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
農
家
な
ど
地
元

に
あ
る
も
の
同
士
を
結
び
つ
け
る
こ

と
が
必
要
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い

た
。

講
演

「
沼
津
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
」

講
師

沼
津
市
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム�

間
宮　

一
壽　

氏

　

活
性
化
計
画
の
重
点
戦
略
と
し

て
、
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
を
感
じ
る

回
遊
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
振
興
、
ま
ち
を
楽
し

み
快
適
に
す
る
多
様
な
市
民
活
動
の

推
進
を
掲
げ
、
鉄
道
高
架
化
や
商
業

地
の
魅
力
向
上
、
沼
津
港
周
辺
と
の

連
携
な
ど
を
通
じ
て
、
交
流
人
口
の

拡
大
と
定
住
人
口
の
確
保
を
目
指

し
、
更
に
は
、
中
心
市
街
地
の
歩
行

者
増
加
や
空
き
店
舗
減
少
、
居
住
人

口
拡
大
な
ど
を
数
値
目
標
と
し
た
い

と
の
説
明
を
受
け
た
。

⑶　

正
副
会
長
会
議
の
開
催

平
成
二
十
年
七
月
三
日
㈭

・
総
会
提
出
議
案
の
検
討

⑷　

事
務
局
会
議
の
開
催

実
施
日
：
平
成
二
十
年
六
月
二
日
㈪

・
正
副
会
長
会
議
に
つ
い
て

・
総
会
に
つ
い
て

二
．
視
察
見
学
会

　
沼
津
駅
の
高
架
化
・
周
辺
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
視
察
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

⑴　

視
察
見
学
会
（
第
三
回
）

日
時　

平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
㈫

第
一
班　
　

九
：
三
〇
～
一
一
：
五
〇

第
二
班　

一
三
：
三
〇
～
一
五
：
五
〇

ル
ー
ト

キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ
―
七
通
線
建
設

現
場
―
区
画
整
理
現
場
―
現
車
両
基

地
―
あ
ま
ね
ガ
ー
ド
―
再
開
発
ビ
ル

イ
ー
ラ
de
―
現
コ
ン
テ
ナ
基
地
―
新

車
両
基
地
予
定
地
―
新
貨
物
駅
予
定

地
―
キ
ラ
メ
ッ
セ
ぬ
ま
づ

参
加
者　

四
〇
名

参
加
者
の
声

・
鉄
道
高
架
の
大
事
業
が
多
く
の
方
の

努
力
に
よ
っ
て
着
々
と
進
ん
で
い
る

こ
と
に
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。

・
用
地
の
買
収
が
な
か
な
か
難
し
い
よ

う
で
す
が
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
工

事
の
様
子
を
見
て
、
安
心
す
る
と
共

に
、
沼
津
の
未
来
の
た
め
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
沼
津
の
発
展
の
た
め
、
一
刻
も
早
く

完
成
さ
れ
た
い
。

・
街
づ
く
り
と
し
て
通
過
し
て
終
わ
る

こ
と
の
な
い
集
客
力
の
高
い
も
の
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。

・
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
進
捗
し
て
い

ま
し
た
。
も
っ
と
広
く
市
民
に
対
し

て
変
化
が
わ
か
る
よ
う
広
報
し
て
い

っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。

・
大
き
な
事
業
に
改
め
て
驚
き
ま
し

た
。
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

・
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
を
実
感
し

ま
し
た
。
鉄
道
が
沼
津
の
街
を
分
断

し
て
い
る
こ
と
、
片
側
一
車
線
の
ガ

ー
ド
が
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

こ
と
を
多
く
の
市
民
に
伝
え
た
い
。

・
そ
の
他
早
期
実
現
を
求
め
る
多
く
の

声
を
頂
き
ま
し
た
。

⑵　

関
係
機
関
へ
の
陳
情

　

平
成
二
十
一
年
二
月
九
日
㈪

　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
で
は
、
沼
津
市
長
・
清

水
町
長
・
長
泉
町
長
・
周
辺
市
町
の

代
表
・
沼
津
市
議
会
議
長
・
沼
津
市

議
会
沼
津
駅
鉄
道
高
架
事
業
推
進
特

別
委
員
会
委
員
長
・
市
民
の
会
会
長

ら
が
静
岡
県
知
事
、
国
土
交
通
省
本

省
を
訪
ね
、
鉄
道
高
架
事
業
の
一
層

の
推
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

四
．
広
報
啓
蒙
活
動

⑴　

広
報
紙
「
か
け
は
し
」（
平
成
二

十
一
年
三
月
三
十
一
日
）
第
二
四
号

の
八
万
五
千
部
発
行

「
沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市

民
の
会
」
は
、ま
ち
に
活
気
が
溢
れ
、

人
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
沼
津
を

目
指
す
多
く
の
市
民
に
よ
り
結
成
さ

れ
、
鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
早

期
実
現
の
た
め
に
、
関
係
機
関
へ
の

陳
情
や
、
市
民
啓
発
活
動
な
ど
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
沼
津
市
は
地

理
的
、
経
済
的
交
流
の
拠
点
都
市
、

更
に
は
県
東
部
の
中
心
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

今
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
社
会
の
中

に
あ
っ
て
、
地
域
間
競
争
は
今
後
ま

す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
く
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た

め
に
沼
津
市
で
は
沼
津
駅
周
辺
総
合

整
備
事
業
を
進
め
、
現
在
、
沼
津
駅

の
北
口
に
は
シ
ネ
マ
セ
ン
タ
ー
等
の

入
っ
た
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
が
オ
ー
プ
ン
し
、

南
口
に
は
再
開
発
ビ
ル
（
イ
ー
ラ

d
e
）
が
今
年
の
三
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
以
内
に
は

駅
の
北
口
に
東
部
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
や
、
総
合
展
示
施
設
が
完

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
整
備
に
よ
り
都
市
機
能
が
一
層

高
め
ら
れ
、
県
東
部
の
中
核
都
市
と

し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
は
、
南

北
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消

と
、
鉄
道
に
よ
り
南
北
に
分
断
さ
れ

た
市
街
地
を
一
体
的
か
つ
高
度
に
土

地
利
用
し
、
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地

の
再
生
と
静
岡
県
東
部
の
拠
点
都
市

の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
沼
津
駅

周
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
沼
津
市
全
体
へ

事
業
効
果
を
広
げ
る
、
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
鉄
道
高
架
事
業
は
事
業
主

体
で
あ
る
静
岡
県
を
は
じ
め
、
沼
津

市
や
沼
津
市
議
会
、
そ
し
て
関
係
機

関
の
事
業
の
早
期
実
現
に
向
け
た

様
々
な
ご
努
力
に
よ
り
、
鉄
道
高
架

事
業
は
平
成
十
八
年
度
に
高
架
本
体

の
事
業
認
可
を
受
け
て
、
実
施
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
新
貨
物
駅
の
用
地
取

得
が
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
私
達
の
子
供
や

子
孫
の
将
来
に
夢
を
は
せ
、
沼
津
の

ま
ち
を
愛
し
、
ま
ち
の
発
展
を
願
う

多
く
の
市
民
を
代
表
し
、
私
達
は
鉄

道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津

駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
推
進
に
不

退
転
の
決
意
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
及
び
市
議
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
沼
津
市
の
将
来
と
、
鉄
道
高

架
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
沼
津
駅
周

辺
総
合
整
備
事
業
の
早
期
実
現
に
向

け
、
な
お
一
層
の
ご
配
慮
を
賜
り
ま

す
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市
民
の
会
は

鉄
道
高
架
事
業（
連
続
立
体
交
差
事
業
）の
強
力
推
進

早
期
実
現
に
向
け
て
種
々
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

平成20年 4 月 1 日

～

平成21年 3 月31日

事 業 年 度

会の動き

総会は約100人出席し満場一致

東部コンベンションセンターの機能・整備について

新貨物駅予定地を見学しました

栗原市長に後藤会長から要望

官民いっしょに数値目標を設定してがんばれるぞ！

第24号 平成21年（２００9）３月３１日　⑷


